
別紙４

２３４ 制酸剤

【医薬品名】酸化マグネシウム

【措置内容】以下のように使用上の注意を改めること。

［重要な基本的注意］の項を新たに設け、

「本剤の投与により、高マグネシウム血症があらわれることがあるので、長

期投与する場合には定期的に血清マグネシウム濃度を測定するなど特に注

意すること。」

を追記し、［副作用］の項に新たに「重大な副作用」として

「高マグネシウム血症：本剤の投与により、高マグネシウム血症があらわれ、

呼吸抑制、意識障害、不整脈、心停止に至ることがある。

悪心・嘔吐、口渇、血圧低下、徐脈、皮膚潮紅、筋力低下、傾眠

等の症状の発現に注意するとともに、血清マグネシウム濃度の測

定を行うなど十分な観察を行い、異常が認められた場合には投与

を中止し、適切な処置を行うこと。」

を追記する。


